
①

　

飯
田
市
主
催
の
「
第
32
回
飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
」
が
４
月

28
（
土
）
、
29
日
（
日
）
、
飯
田
中
央
公
園
を
主
会
場
に
開
催
。

健
和
会
病
院
で
は
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ブ
ー
ス
」
を
開
設
し
、
多

く
の
参
加
者
に
健
康
づ
く
り
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ス

ピ
タ
ル
（
Ｈ
Ｐ
Ｈ
）
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

 

「
飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
」
に
は
、
毎
年
全
国
か
ら
大
勢
の

ウ
ォ
ー
カ
ー
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
１
日
目
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ス
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
飯
田
中
央
公
園
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
そ
れ
は
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ブ
ー
ス
に
も
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
が
立
ち

寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
血
圧
・
握
力
・
足
趾
力
の
３
種
類
を

測
定
。
血
圧
・
握
力
の
測
定
に
は
、
家
族
や
友
人
で
、
ご
夫
婦

で
と
120
名
も
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

足
趾
力
測
定
で
は
、
参
加
者
が
楽
し
く
ゲ
ー
ム
感
覚
で
で
き

る
よ
う
に
と
、
足
指
で
ビ
ー
玉
を
挟
ん
で
10
秒
間
で
い
く
つ
運

べ
る
か
を
測
定
。
様
々
な
グ
ル
ー
プ
や
カ
ッ
プ
ル
毎
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
、｢

ど
っ
ち
が
多
く
運
べ
た
？｣

と
と
っ
て
も
盛
り
上
が

り
大
好
評
で
し
た
。
測
定
後
に
は
、
足
趾
力
ア
ッ
プ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
計
測
者
一
人
ひ
と
り
に
伝
授
し
ま
し
た
。

　

握
力
は
久
し
ぶ
り
に
測
定
さ
れ
る
方
が
多
く
、
み
な
さ
ん
真

剣
に
立
ち
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
、｢

結
果
は
こ
ん
な

は
ず
で
は
…｣

｢

い
や
、
ま
だ
ま
だ
腕
力
は
健
在
！｣

と
様
々

な
参
加
者
の
反
応
や
自
己
評
価
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
外
参
加
者
か
ら
も
、｢

来
年
も
ぜ
ひ
測
定
に
来
る
か
ら｣

と
嬉
し
い
言
葉
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

測
定
中
に
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
た
ち
と
の
話
も
弾
み
、
と
て
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が
ら
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ
活
動
と
健
康
意
識

の
向
上
を
地
域
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 

健
和
会
病
院 

地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
委
員
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役
立
つ
情
報
を
ご
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
綴
っ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
や

ア
イ
デ
ア
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「飯田やまびこマーチ」で青空健康チェック

健康づくりとヘルスプロモーションホスピタルをアピール

全国からの参加者と健康トークで盛り上がる

ビー玉移しにチャレンジ  いくつ移せたかな？
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任
期
満
了
に

伴
う
長
野
県
知

事
選
（
7
月
19

日

告

示
、

8

月

5

日

投

開

票
）
に
、
新
人

で
元
上
田
市
議

の
金
井
忠
一
氏

（
67
）
が
無
所

属
で
立
候
補
す

る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

「
明
る
い
県

政
を
つ
く
る
県

民
の
会
」
と
金

井
氏
は
知
事
選

に
む
け
た
基
本

政
策
「
憲
法
を

生
か
し
、
県
民

に
寄
り
そ
う
あ
た
た
か

県
政
を
」
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

政
策
と
し
て
、
「
く
ら

し
を
し
っ
か
り
支
え
る

県
政
」
「
平
和
と
民
主
主

義
を
守
り
未
来
を
開
く
」

「
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
県

政
へ
」
の
３
つ
の
転
換

と
、
「
明
日
の
長
野
県
を

み
ん
な
で
開
く
イ
キ
イ

キ
プ
ラ
ン
」
と
し
て
８

項
目
の
具
体
的
政
策
を

提
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
明
る
い
県
政
を
つ
く
る
県
民

の
会
」
に
加
入
し
て
い
る
長
野
県

民
医
連
は
長
野
県
知
事
選
に
あ
た

り
、
国
の
悪
政
か
ら
県
民
の
人
権

と
生
活
を
守
る
金
井
さ
ん
を
推
薦

し
て
い
ま
す
。

　

「
金
井
忠
一
さ
ん
」
は

　
　
　
　
　
　

こ
ん
な
人

　

上
田
市
役

所
に
25
年
間

勤
務
。
農
政

課
、
農
業
共

済
課
、
農
業

委
員
会
事
務
局
、
収
税
課
、
清
掃

事
務
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長

を
歴
任
、
退
職
。
そ
の
後
、
上
田

　
　

社
会
医
療
法
人
健
和
会
第
６

回
定
期
総
会
を
６
月
17
日
（
日
）
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
・
決

算
、
２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
・

予
算
等
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

２
年
に
一
度
の
役
員
改
選
期

を
迎
え

て
、
10

年
間
理

事
長
を

務
め
た

熊
谷
嘉
隆
医
師
が
退
任
。
新
た
に

牛
山
雅
夫
医
師
を
理
事
長
に
選
出

し
ま
し

た
。

　

ま
た

６
月
１

日
付
で

健
和
会
病
院
長
に
就
任
し
て
い
る

和
田
浩
医
師
を
副
理
事
長
に
選
出

し
ま
し
た
。

　

健
和
会
飯
田
診
療
所
長
を
担
っ

て
い
る
熊
谷
嘉
隆
前
理
事
長
は
理

事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
　

社
会
医
療
法
人
健
和
会

 

専
務
理
事 

牧
内 
智
則

健 和 会

新
理
事
長
に
牛
山
雅
夫
医
師
が
就
任

副
理
事
長
・
健
和
会
病
院
長
に
は
和
田
浩
医
師

牛山雅夫理事長

和田浩副理事長

　

老
健
は
や
し
の
杜
よ
り
徒
歩
９
分
の
豊
丘
中
学

校
か
ら
、
６
月
１
日
、
３
学
年
20
名
が
福
祉
交
流

体
験
に
。
車
椅
子
体
験
と
車
椅
子
洗
い
、
草
取
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

「
車
椅
子
に
触
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
？
」
と
聞

く
と
３
～
４
人
が
挙
手
。
中
学

生
に
と
っ
て
車
椅
子
は
身
近
な

も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

車
椅
子
を
押
す
人
と
乗
る
人
を
交
代
し
な
が
ら

全
員
が
体
験
。
「
お
年
寄
り
に
と
っ
て
大
切
な
足
で

あ
り
、
と
て
も
便
利
な
も
の
だ
と
思
っ
た
」
「
自
分

が
押
す
側
だ
と
大
丈
夫
で
す
が
、
押
し
て
も
ら
う

側
だ
と
段
差
が
怖
か
っ
た
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
利
用
者

さ
ん
と
の
交
流
を
計

画
。
そ
の
打
ち
合
せ

で
生
徒
さ
ん
は
、
先

生
や
施
設
職
員
に
頼
ら
な
い
で
「
自
主
的
に
交
流

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
も

中
学
生
の
姿
を
見
な
が
ら
「
ま
た
来
て
く
れ
る
」

と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

事
務 

寺
沢 

江
理

長野県知事選（7月 19 日告示・8月 5日投票）

県民医連は金井忠一氏を推薦

市
議
会
議
員
（
５
期
）
、
農
業
委

員
（
３
期
）
。

　

上
田
市
議
時
代
か
ら
３
０
０
０

件
を
超
え
る
生
活
相
談
で
住
民
の

生
活
に
寄
り
添
う
。
「
一
人
ひ
と

り
が
輝
け
る
社
会
を
！
」
の
信
条

で
、
地
域
に
根
ざ
し
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

自
治
会
長
な
ど
を
歴
任
。
介
護
問

題
の
勉
強
に
先
進
地
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
。
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
研
修
で
は
、
ド
イ

ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
自
費
で
視

察
す
る
な
ど
抜
群
の
行
動
力
の
持

ち
主
。
２
０
１
６
年
か
ら
「
長
野

県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
」
連
合

会
会
長
と
し
て
、
福
祉
灯
油
の
実

現
、
国
保
料
の
値
下
げ
運
動
な
ど
、

県
民
の
格
差
と
貧
困
を
解
消
す
る

運
動
の
先
頭
に
立
つ
。

豊
丘
中
学
校
３
年
生
が
福
祉
体
験

7 月 21 日（土）14 ～ 15 時

　「“運動”を生活の中に　～生活習慣病・

　　　　　　　　　　転倒を予防する～」

　　講師：理学療法士 松下 麻子

　　　　　　　（リハビリテーション科）

8 月 26 日（日）

　　　　健康まつり「特別医療講演」

「乳がんについて」

　　講師：本田 晴康（副院長 外科）

　　〈場所　健和会病院 5階大会議室〉

健和会病院 医療講演会
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今
や
が
ん
は

２
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
身
近

な
病
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
と
診
断
さ
れ
、

入
院
し
た
そ
の
日
か
ら
「
が
ん
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
和
会
病
院
で
は
、
２
０
１
５

年
10
月
か
ら
、
医
師
、
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
技
師
が
チ
ー
ム
と
な
っ

て
、
が
ん
と
共
に
生
き
る
方
、
そ

の
家
族
の
支
援
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
が
ん
の
手
術
前
後
、
治
療

期
、
緩
和
ケ
ア
期
と
、
各
病
期

に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
術
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
術
前

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
い
、
退
院
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
支
援
し
、
抗
が
ん
剤
な
ど

の
治
療
を
で
き
る
だ
け
長
く
継
続

し
、
社
会
生
活
を
営
む
た
め
必
要

な
環
境
資
源
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
運

動
療
法
、
意
欲
や
気
分
の
向
上
を

図
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
現
状
で
の
能
力
を
最

大
限
発
揮
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
を
向
上
さ
せ
る
支
援
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
が
ん
と
共
に
生
き
る
時
代

を
迎
え
、
が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
効
果
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
和
会

病
院
が
ん
リ
ハ
チ
ー
ム
は
、
が
ん

患
者
、
家
族
に
寄
り
添
い
、
信
頼

さ
れ
る
チ
ー
ム
作
り
、
さ
ら
に
は

病
院
作
り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
ま
す
。

健
和
会
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科 

作
業
療
法
士 

熊
谷 

智
里

　

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
支
援
集

会
が
安
曇
野
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
５

月
20
日
開
催
さ
れ
、
は
や
し
の
杜

で
は
手
を
つ
な
ぐ
杜
の
会
バ
ス
ハ

イ
ク
を
兼
ね
て
、
会
員
８
名
、
職

員
７
名
の
合
計
15
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
国
か
ら
大
型
バ
ス
な
ど
で
支

援
者
が
駆
け
付
け
、
500
席
用
意
さ

れ
た
会
場
は
満
席
状
態
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
木
島
弁
護
士
よ
り

16
回
行
な
わ
れ
て
き
た
裁
判
の
経

過
報
告
が
あ
り
、
裁
判
が
進
む
中

で
検
察
が
主
張
す
る
〈
窒
息
〉
の

証
拠
が
不
確
実
な
状
況
と
な
り
、

異
例
の
訴
因
変
更
に
な
っ
た
こ

と
、
検
察
側
の
追
及
が
覆
さ
れ
る

中
で
裁
判
が
長
期
化
さ
れ
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
証
人
尋
問
に
立
っ
た
若

い
介
護
職
員
さ
ん
た
ち
の
訴
え
が

あ
り
、
「
自
分
の
証
言
が
今
後
の

裁
判
に
影
響
を
与
え
た
ら
ど
う
し

よ
う
…
」
と
い
う
、
前
日
眠
れ
な

い
程
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、

「
全
国
の
応
援
に
応
え
た
い
！
」

「
山
口
さ
ん
を
絶
対
無
罪
に
し
た

い
！
」
と
証
言
台
に
立
た
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
勢
い
と
姿
に
、
不

屈
の
思
い
で
施
設
一
丸
と
な
っ
て

闘
い
続
け
て
い
る
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
山
口
さ
ん
か
ら
「
毎

回
被
告
席
に
入
る
の
は
苦
し
い

で
す
。
で
も
、
介
護
・
福
祉
の

未
来
が
あ

る
か
ら
負

け
る
わ
け

に
は
い
か

な
い
」
と

い
う
言
葉

に
は
涙
が

込
み
上
げ

て
き
ま
し

た
。

　

裁
判
か

ら
３
年
半

が

経

過
、

今
年
12
月

に
は
最
終

弁
論
、
３

月
に
は
判

決
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
島
弁
護
士
は
「
本
当
な
ら
こ

れ
で
無
罪
で
し
ょ
。
で
も
裁
判
は

難
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
に
、
理
不
尽
な
こ
の

裁
判
絶
対
に
負
け
て
は
い
け
な

い
！
と
、
バ
ス
の
中
み
ん
な
で
引

き
続
き
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
っ
て
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

特
養
は
や
し
の
杜 

看
護
師

 

伊
藤 

み
さ
え

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　

～
が
ん
と
共
に
生
き
る
～

リ
ハ 

ビ
リ 

最
前
線 

①

「 高次脳機能障害」 講演会のお知らせ

●日時：2018 年 10 月 6 日（土）13：30 ～ 16：30

●場所：さんとぴあ飯田（飯田市東栄町 3108-1）

●テーマ「高次脳機能障害のリハビリテーション」

　　講師：健和会病院　山本 ひとみ 医師

　　　◇サブ講演：健和会病院作業療法士

シ
リ
ー
ズ

そば打ち体験・試食会

はやしの杜

「
負
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
！
」

                   

決
意
を
新
た
に
！

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
支
援
集
会
に
参
加
し
て
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２
０
１
８
年
１
月
よ
り
「
急

性
期
一
般
病
棟
」
か
ら
『
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
』
に
変
更
。
こ

の
『
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
』
は
、

急
性
期
の
治
療
が
終
了
し
病
状

が
安
定
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
に

ご
自
宅
や
施
設
で
の
療
養
に
移

行
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
患

者
様
に
対
し

て
、
在
宅
復

帰
に
向
け
て

治
療
・
看
護
・

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
な
う
こ

と
を
目
的
と

し
た
病
棟
で

す
。
在
宅
療
養
中
に
体
調
を
崩

さ
れ
、
高
度
の
治
療
は
要
さ
な

い
が
短
期
間
の
入
院
加
療
を
必

要
と
す
る
方
の
入
院
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
と
共

に
、
専
従
の
リ
ハ
ビ
リ
職
員
、

病
棟
担
当
医
療
相
談
員
、
退
院

支
援
看
護
師
が
連
携
し
て
、

月
30
件
を
超
え
る
退
院
支

援
に
関
わ
る
会
議
に
参
加

し
、
患
者
様
、
ご
家
族
の

状
況
の
共
有
と
、
在
宅
に

適
し
た
助
言
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

午
前
と
午
後
に
、
離
床

し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
く

時
間
を
確
保
し
な
が
ら
、

積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。
入
院

期
間
は
60
日
ま
で
と
い
う

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
患

者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が

１
日
も
早
く
在
宅
復
帰
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

 

師
長 

木
下 

潤
司

健和会病院  3-2 病棟

職場紹介　（28）
　
　

 

在
宅
復
帰
に
向
け
た
医
療
を
す
る

　
　
　

「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
に
変
更

　

第
23
回
か
や
の
木
診
療
所
ま
つ

り
を
５
月
19
日
（
土
）
開
催
。
心

配
さ
れ
た
雨
も
朝
に
は
上
が
り
、

快
晴
・
強
風
の
中
で
の
祭
り
を
迎

え
ま
し
た
。
土
曜
日
午
後
の
半
日

開
催
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

模
擬
店
も
増
え
、
地
域
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
声
も
寄
せ

ら
れ
、
子
ど
も
企
画
で
は
今
回
新

た
に
射
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
多
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

笑
い
や
ボ
ケ
・
ツ
ッ
コ
ミ
満
載

の
中
村
座
は
、
世
間
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
「
終
活
」
を
題
材
に
、

かやの木

快
晴
の
空
の
下
で 

か
や
の
木
診
療
所
ま
つ
り

「
終
活
」
題
材
に
中
村
座
が
熱
演

診
療
所
長
の
中
村

清
先
生
を
は
じ
め

職
員
全
員
で
熱
演

し
ま
し
た
。

　

友
の
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
地
域

の
み
な
さ
ま
の
絶

大
な
ご
協
力
ご
支

援
に
よ
り
、
無
事

祭
り
を
執
り
行
な

う
こ
と
が
で
き
、

深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
み
な
さ
ま

と
共
に
、
健
康
・

生
活
を
守
り
な
が

ら
、
患
者
様
・
ご
家
族
の
立
場
に

寄
り
添
う
医
療
・
介
護
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

事
務
長 

久
保
田 

早
苗

第 17 回作品展

体が不自由であっても心は豊かに生きたい

長野県脳卒中者友の会連絡会

日時　7月 7日（土）　11 時～ 16 時

　　　　　8日（日）　10 時～ 13 時

場所　健和会病院　第 6、7会議室

問い合わせ　健和会病院リハビリテーションセンター

患者会作品展です。多くの方に鑑賞していただき、さ
らなる活力アップの機会にしていきたいと思います
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今
年
は
早
い
時
期
か
ら
気
温
が
上
昇
し
、
本

格
的
な
夏
も
早
め
に
や
っ
て
来
そ
う
で
す
ね
。

　

熱
中
症
は
初
夏
や
、
梅
雨
明
け
等
体
が
暑
さ

に
慣
れ
て
い
な
い
時
期
が
特
に
危
険
で
す
。
予

防
の
た
め
に
は
暑
さ
に
負
け
な
い
体
作
り
が
大
切
で
す
。
適
切
な

食
事
、
十
分
な
睡
眠
で
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
意
識
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
食
事
以
外
で

１
日
最
低
１
ℓ
、
夏
場
は
２
ℓ
程
度
が
目
安
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
は
糖
分
が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　

真
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
た
め
に
今
か
ら
予
防
対
策
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

健
和
会
病
院 

健
康
管
理
課 

管
理
栄
養
士 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木 

朱
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
飯
田
下
伊
那
地
域
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）

　

ナ
ス
と
ト
マ
ト
の
マ
リ
ネ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
一
人
分
）　

84
Ｋ
cal　

　

蛋
白
質
１
・
０
ｇ　

塩
分
０
・
６
ｇ

●
材
料
（
４
人
分
）

　

・
な
す　
　
　

中
４
本
（
約3

2
0

ｇ
）  

　

・
ト
マ
ト
（
大
）　

１
個
（
約2

0
0

ｇ
）

　

・
に
ん
に
く　

１
片
（
み
じ
ん
切
り
）

　

 

・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル　

大
さ
じ
２

　

・
酢　
　
　
　

大
さ
じ
１
・
５　

　

・
塩　
　
　
　

小
さ
じ
１
／
２(

２
・
５
ｇ)

　

　

・
こ
し
ょ
う　

少
々

●
作
り
方

　

①
な
す
は
乱
切
り
、
ト
マ
ト
は
２
㎝
角
に
切
る
。

　

②�

み
じ
ん
切
り
に
し
た
に
ん
に
く
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大
さ
じ
１
を

フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
る
。

　

③�

に
ん
に
く
が
軽
く
色
づ
い
た
ら
、
切
っ
た
な
す
を
入
れ
、
し
ん
な

り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

　

④�

ボ
ー
ル
に
、
炒
め
た
な
す
と
切
っ
た
ト
マ
ト
、
残
り
の
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
、
酢
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

※
夏
野
菜
な
ら
何
で
も
合
い
ま
す
。
よ
く
冷
や
し
て
暑
い
日
に
ど
う
ぞ
。

手軽に簡単らくらくレシピ⑭

元気な「健康まつり」にぜひお出かけください！

社会医療法人健和会 第 36 回 健康まつり

　　●日  時：8 月 26 日 ( 日 )10：30 ～ 15：00　●会  場：健和会病院

　　●テーマ：健康づくりでみんな元気に笑顔で生き抜こう！　平和で新しい福祉社会を !!

　　

●オープニング和太鼓：命響館たんぽぽグループ（山本）

●「特別医療講演」：医療最前線から「乳がん」と「認知症」の大切なテーマ

    ①「乳がんの話　――早期発見・早期治療が大事！――」健和会病院 副院長 本田 晴康（外科）

    ②「認知症の対応と予防」健和会病院　認知症看護認定看護師　鳴澤 智子（外来看護課）

●�健康チェックと精密測定・健康企画：血糖・骨密度・体組成等、視覚機能検査やマッサージ他

●�ステージ：地域の小中学生グループ、健康友の会・

青年部職員、医局座による合唱・ダンス・寸劇

●�館内パネル展示：腎移植パネル・乳がん自己検診・

小児外来の取り組み医療企画、安心なまちづくり

●スタンプラリーとハズレなしのクジ引き大会

●�子どもたち集まれ！「子ども向けワークショップ」

「医療職コスプレ体験」「遊びの広場」「ステージで

合唱・ダンス発表」「豪華景品いっぱいの子どもく

じ引き」など、最高の一日が体験できる！

●�出店：焼き鳥・五平餅・フランクフルト・綿あめ・

かき氷など数々の模擬店が結集！

   　　 第 36 回健康まつり実行委員長：副院長 本田 晴康（医局長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　事務局長 下島隆宏（組織課）

みなさんのお越しをお待ちしています
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睡
眠
障
害
が

国
民
病
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
の

時
代
、
「
た
か

が
睡
眠
障
害
…
」
と
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
慢
性
化
す
る
と
「
人

間
ら
し
い
生
活
の
質
（q

u
a
l
i
t
y
 

o
f
 
l
i
f
e

＝
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
」
が
低
下

し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果

を
生
じ
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
情
報
過
多
に
よ
る
睡
眠

薬
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
、
よ
く

聞
か
れ
る
疑
問
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

Ｑ
１�

：
睡
眠
薬
は
毎
日
服
用
し

た
ほ
う
が
い
い
？
そ
れ
と
も

頓
用
で
服
用
し
た
ほ
う
が
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
１
：
心
配
事
や
嫌
な
こ
と
が

あ
っ
た
時
や
、
特
定
の
場
所
や
環

境
で
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
時
な
ど

不
眠
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
場
合
は
、
「
頓
用
」
が
効
果
的

で
す
。
た
だ
し
、
布
団
に
入
っ
て

な
か
な
か
寝
付
け
な
い
場
合
な

ど
、
遅
い
時
刻
に
眠
剤
を
服
用
し

た
場
合
は
、
翌
日
に
眠
気
が
残
こ

っ
た
り
、
頭
の
働
き
が
鈍
っ
た
り
、

ふ
ら
つ
き
が
出
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

医
師
か
ら
適
切
量
で
処
方
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
「
毎
日
服
用
」

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
耐
性
が
生

じ
る
リ
ス
ク
が
少
な
い
薬
剤
（
非

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
、
メ

ラ
ト
ニ
ン
受
容
体
作
動
薬
、
オ
レ

キ
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
な
ど
）
が

お
勧
め
で
す
。

　

安
定
し
て
き
た
ら
減
量
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
薬
剤
の
減
量
を

進
め
る
上
で
頓
用
と
し
て
用
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
か
か
り

つ
け
の
薬
局
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Ｑ
２�

：
不
眠
に
効
果
の
あ
る
サ

プ
リ
メ
ン
ト
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
２
：
不
眠
を
改
善
す
る
効
果
を

謳
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
、
「
睡

眠
ア
ミ
ノ
酸
グ
リ
シ
ン
」
「
Ｌ-

カ
ル
ニ
チ
ン
」
な
ど
の
機
能
性
表

示
食
品
が
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
睡
眠
作
用
（
事

実
上
の
効
果
）
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
寝

付
き
に
若
干
プ
ラ
ス
効
果
に
な
る

と
い
っ
た
程
度
で
し
ょ
う
。

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
高
い
エ
ビ

デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
臨
床
試
験
で
有

効
性
の
検
証
さ
れ
た
も
の
は
ご
く

少
な
く
、
安
全
性
の
検
証
も
ほ
と

ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
不
眠
症
の
治
療

に
用
い
る
こ
と
は
推
奨
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

不
眠
症
治
療
の
最
終
的
な
ゴ
ー

ル
は
、
眠
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
を
解
消
し
、
眠
れ
な

い
こ
と
で
損
な
わ
れ
た
日
中
の

「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
質
：
Ｑ

Ｏ
Ｌ
」
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。

睡
眠
に
つ
い
て
自
分
に
合
っ
た
生

活
指
導
と
薬
物
療
法
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
睡
眠
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

か
な
え
ひ
ま
わ
り
薬
局

 

薬
剤
師 
鈴
木 

美
代
子

薬
剤
師
の
目 

⑤

疑
問

に
お
答
え
し
ま
す

睡
眠
薬
（
睡
眠
導
入
剤
）
の
正
し
い
知
識

第 14 回全日本民医連 共同組織交流集会

みなさんのご参加をお待ちしています。

日時：９月９日（日）～ 10 日（月）

会場：パシフィコ横浜

　　　（横浜市西区みなとみらい）

メインテーマ

　横浜の白帆に憲法９条かかげ、

　　　平和・いのち・くらし輝く未来を

　　～笑顔つなぐ共同の“わ”

　　　いまこそ共同組織を強く大きく～　」

　

ゆ
い
の
里
の

共
同
組
織
、
ゆ

い
の
会
の
総
会

を
５
月
20
日
に

龍
江
公
民
館
で

行

な

い

ま

し

た
。

　

約
40
名
の
会

員
と
、
ゆ
い
の

里
新
入
職
員
の

参
加
が
あ
り
、

今
年
度
の
主
な

活
動
方
針
と
し

て
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
継
続
し

て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確

認
。
ま
た
今
年
度
の
役
員
改
正
で
、

飯
島
昇
示
前
副
会
長
が
会
長
と
な

ゆいの会 総会を開催

り
ま
し
た
。

　

総
会
後
の

お
楽
し
み
で

は
、
龍
江
在

住
の
落
語
家　

参
流
亭
べ
ら

坊
さ
ん
の
落

語
（
写
真
）

で
お
お
い
に

笑
い
、
ゆ
い

の
里
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
寸
劇
で
、

介
護
保
険
の
改
正
を
学
び
ま
し

た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
豊
か
な

午
後
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
い
の
会 

事
務
局　

原 

耕
平

総会後は笑いのひととき

非ベンゾジアゼピン系
睡眠導入剤

：マイスリー 5㎎
（ゾルピデム）
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手
術
治
療
が

必
要
な
病
気
に

か
か
る
可
能
性

は
す
べ
て
の
方

に
あ
り
ま
す
。
ご
本
人
も
ご
家
族

も
、
そ
し
て
医
療
者
側
も
予
定
通

り
治
療
が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
病

気
の
状
態
だ
け
で
な
く
、
も
と
も

と
抱
え
て
い
る
病
気
の
状
態
、
各

内
臓
機
能
・
予
備
能
、
栄
養
状
態
、

体
力
・
移
動
能
力
な
ど
、
こ
れ
ら

が
影
響
し
て
治
り
を
妨
げ
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
か
ら
で
す
。

　

栄
養
不
足
の
場
合
、
口
か
ら
だ

け
で
は
不
十
分
な
と
き
、
管
を
通

し
て
腸
へ
の
栄
養
投
与
（
経
管
経

腸
栄
養
）
、
消
化
管
が
使
用
で
き

な
い
場
合
の
点
滴
投
与
（
経
静
脈

的
栄
養
）
等
の
対
策
を
と
り
ま
す
。

　

短
期
間
で
は
改
善
し
き
れ
な
い

場
合
も
多
く
、
普
段
か
ら
栄
養

不
足
の
有
無
を
意
識
す
る
こ
と
、

し
っ
か
り
咀
嚼
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
噛
め
る
歯
に
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
、
手
術
前
に
歯
科
受

診
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
が
あ
っ
て
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
良
く
な
い
と
治
り
が
悪

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

呼
吸
器
の
病
気
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
な
く
て
も
呼
吸
の
力

（
息
を
吸
う
時
、
吐
く
時
の
筋
力
）

の
ア
ッ
プ
や
肺
の
状
態
、
痰
の
性

状
や
量
の
改
善
は
必
要
で
す
。
手

術
後
の
呼
吸
状
態
の
悪
化
は
息
苦

し
い
だ
け
で
な
く
、
他
の
合
併
症

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。も
ち
ろ
ん
禁
煙
は
重
要
で
す
。

　

循
環
器
・
肝
・
腎
・
脳
血
管
疾

患
の
有
無
や
状
態
、
認
知
機
能
の

低
下
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
手
術
が
必

要
な
病
気
に
か
か
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
複
数
の
病
気
を
抱
え
て

い
た
り
、
筋
力
や
身
体
能
力
も
低

下
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
普
段
か
ら
体
調
に
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

病
気
に
な
っ
て
も
、
た
と
え
手

術
に
な
っ
て
も
、
順
調
に
回
復
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々
診
療

を
し
て
い
ま
す
。

手術への備え

仕
事
中
に
よ
く
思
う
こ
と

健
和
会
病
院 

外
科　

 

津 

沢  

豊 

一

　

伊
那
谷
健
康
友
の
会 

第
28
回

定
期
総
会
を
４
月
21
日
（
土
）
午

後
、
鼎
公
民
館
３
階
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。
出
席
者
150
余
名
は

過
去
最
高
で
、
送
迎
車
も
９
台
が

活
躍
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
折

山
安
弘
氏
（
下
條
村
）
が
就
任
し

ま
し
た
。
医
療
講
演
で
は
、
健
和

会
病
院 

塚
平
俊
久
副
院
長
が
「
消

化
器
が
ん
と
ど
う
闘
う
か
」
を
熱

く
プ
レ
ゼ
ン
。
参
加
者
か
ら
、「
説

得
力
あ
る
お
話
だ
っ
た
」
「
犬
の

伊那谷健康友の会　７月、 ８月の予定

●下久堅支部　研修旅行　７月７日（土）　 蒲郡 西浦温泉

●喬木支部　　総会と交流会

　　　　　　７月 12 日（木）11：30 ～　湯が洞（高森町牛牧）

●「バランスボール体操」にぜひお出かけください！

　・鼎支部　毎週水曜日　 10：00 ～ 11：00　かなえの里ホール

　 ・山本支部 　７月 25 日（木）10：00 ～ 11：00　東平防災センター

　　　　　　　８月 22 日（木）10：00 ～ 11：00　東平防災センター

　・高森支部　７月 21 日（土）10：00 ～ 11：00　福祉センター

　　　　　    　※８月は「休会」となります。

     ※どなたでもどの会場でもご参加いただけます。

写
真
が
好
評
」「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
喜
び
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
健
和
会
病
院

栄
養
科
に
よ
る
手
作
り
ス
イ
ー

ツ
・
お
菓
子
が
提
供
さ
れ
、
み
ん

な
で
５
種
類
の
味
を
楽
し
み
ま
し

た
。
健
和
会
病
院
在
宅
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科

の
久
銘
次
作
業

療
法
士
か
ら
「
み

ん
な
で
楽
し
く

ア
タ
マ
の
体
操

―
も
の
忘
れ
改
善
シ
ス
テ
ム
」

が
紹
介
さ
れ
、
健
康
班
会
等
で

の
活
用
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
の
会
と
し
て
今
回
準
備
し

た
「
便
潜
血
キ
ッ
ト
50
名
分
」

は
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
す
べ

て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

伊
那
谷
健
康
友
の
会 

副
会
長 

野
口 

次
郎

健
康
友
の
会
総
会 

過
去
最
高
の
出
席
者

あいさつする折山安弘 新会長
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サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
め
ま
し
た

　

膝
が
痛
む
の
で
サ
プ
リ
メ
ン

ト
（
グ
ル
コ
サ
ミ
ン
）
を
飲
ん
で

い
て
、
２
年
程
前
か
ら
は
外
国
製

の
高
い
の
を
飲
み
続
け
て
い
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
を
み
て
い

る
と
、
つ
い
そ
れ
な
ら
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
書
い

て
く
だ
さ
っ
て
す
っ
き
り
し
ま

し
た
。
最
後
の
地
元
産
の
お
米
を

食
べ
て
…
と
い
う
生
活
の
す
す

め
の
ま
と
め
が
気
に
入
り
ま
し

た
。
本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　

（
オ
リ
ヅ
ル
）

　

自
分
の
こ
と
の
み
の
政
治
家

　

永
田
町
、
霞
が
関
、
日
大
の

ア
メ
フ
ト
問
題
で
、
世
間
の
常

識
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？　

今
の
政
治
家
（
自

民
党
）
は
最
低
（
安
倍
、
麻
生
）
。

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な

い
。
平
気
で
う
そ
を
つ
け
る
社
会

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

　
　

（
大
霜
よ
し
子
）

　

飴
玉
を
全
部
捨
て
た

　

福
村
看
護
師
さ
ん
の
「
誤
嚥
」

に
つ
い
て
の
記
事
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
家
中
の
飴
玉
を

全
部
捨
て
ま
し
た
。

　
　

（
小
池
波
津
美
）

　

窒
息
死
第
一
位
に
び
っ
く
り

「
日
本
は
世
界
で
窒
息
死
第
一

位
」
と
い
う
見
出
し
に
驚

き
ま
し
た
。
私
も
90
歳
の
年

齢
を
迎
え
、
三
度
の
食
事
の

度
に
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

食
事
中
の
姿
勢
か
ら
始
ま
っ

て
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
り

ま
し
た
。　

（
幸
森
み
つ
ゑ
）

　

サ
バ
缶
料
理
作
り
ま
し
た

　

サ
バ
缶
の
料
理
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。

栄
養
も
あ
り
そ
う
で

で
使
わ
れ
る
。

10 　

石
の
大
き
な
も
の
。
地
殻
を

形
づ
く
っ
て
い
る
堅
い
物
質
。

　

タ
テ
の
カ
ギ

２ 　

ビ
ル
の
屋
上
に
は
カ
ミ
ナ
リ

よ
け
の
○
○
○
針
が
設
置
し
て

あ
る
。

３ 　

酒
を
飲
め
な
い
人
。

４ 　

熱
烈
に
愛
す
る
こ
と
。
○
○

発
覚
。

５ 　

配
っ
て
広
く
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
。

６   　

植
物
が
発
芽
す
る
も
と

に
な
る
も
の
。

８ 　

人
の
面
倒
を
み
る
。
お

○
○
す
る
。
尽
力
す
る
。

間
に
立
っ
て
斡
旋
す
る
。

１ 2 3

4

５ 6

7 8

9 10

解　答
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

c

　

郵
便
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
解
答
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者

に
は
記
念
品(

図
書
券)

を
お
届
け
し
ま
す
。(

正

解
者
多
数
の
場
合
は
抽

選)

　

本
誌
の
感
想
、
ご
意
見

を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。
匿
名
希
望
者
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。

〈宛先〉
〒 395-0801 飯田市鼎中平 1905-5 飯伊民医連

５
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽
選
で
次
の
方
々

に
図
書
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

〈
当
選
者
〉

木
下
久
子
、
佐
々
木
邦
子
、
小
島
清
弥
、

も
も
こ
、
吉
川
初
子

５
月
号
の
解
答　

シ
オ
ヒ
ガ
リ

　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１ 　

冷
た
い
飲
み
水
。
冷
た
く

な
っ
た
ご
飯
。

４  　

犬
と
並
ぶ
代
表
的
な
ペ
ッ

ト
。
祖
先
は
約
13
万
年
前
に
中

東
の
砂
漠
に
生
息
。

５  　

郵
便
物
や
商
品
な
ど
を
指
定

の
場
所
へ
届
け
る
こ
と
。

７ 　

睡
眠
中
に
か
く
汗
。
。

９ 　

気
流
に
よ
っ
て
音
を
出
す
器

具
。
合
図
、
警
報
な
ど
の
用
途

b

d

飯
伊
民
医
連

応
募
締
切
り
は

７
月
31
日(

必
着)

ク

ロ
ス

ワ

ー
ド

パ
ズ
ル

a

ｅ

読者の声

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
友
だ
ち
に

教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
竹
ち
ゃ
ん
）

　

楽
し
み
な
班
会

　

月
１
回
の
健
康
友
の
会
の
班
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
月

は
「
物
忘
れ
改
善
シ
ス
テ
ム
」
を

体
験
。
み
ん
な
で
楽
し
く
笑
い
な

が
ら
答
え
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
ま
り
ん
）

　

笑
顔
が
素
敵

　

新
鮮
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
入
職
者

の
笑
顔
が
素
敵
。
代
表
し
て
挨
拶

し
た
長
谷
部
さ
ん
の
決
意
に
、
う

な
ず
か
さ
れ
ま
し
た
。
民
医
連
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
地
産
地
消
」
な
ら

ぬ
、
「
地
患
地
療
」
で
す
ね
。

　
　
　

（
Ｙ
・
Ｈ
）

大村初見さん

松本ヨシ子さん

ハートヒル川路のみなさんの絵手紙作品


